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主
な
内
容

横浜みなとみらい21地区　朝焼けの街
　このエリアには横浜ランドマークタワーのほか、
ヨットの帆をイメージした外観のヨコハマグランド
インターコンチネンタルホテル、大観覧車、帆船日
本丸、都市型循環式ロープウェイ「ヨコハマエアキャ
ビン」、ショッピングモールなどが集中しており、多
くの観光客が集います。観光、グルメ、ショッピン
グで一日中賑わうこの街も、夜明け前のこの時間帯
だけは朝焼けの中、静かに佇んでいました。
◆アクセス： JR・横浜市営地下鉄線　桜木町駅、みな

とみらい線　みなとみらい駅より徒歩
◆写真提供：神奈川県食品製造健康保険組合

令和6年8月
332第 号

● 誌上録音室 第163回総会

● 講習会・説明会を開催 日常業務を幅広い視点から
レクチャー

● 新入職員からのひと言 新人たちの活躍に応援を
お願いします！

● 組合訪ねある記 東プレ健康保険組合
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神
奈
川
連
合
会
74
組
合
の
令
和
５
年
度
決

算
見
込
み
は
、
経
常
収
入
４
、６
２
０
億
円
に

対
し
て
経
常
支
出
４
、７
３
０
億
円
、
こ
の
結

果
、
収
支
が
１
１
０
億
円
の
赤
字
と
な
り
、
こ

こ
四
半
世
紀
で
最
大
の
マ
イ
ナ
ス
収
支
と
な
り

ま
し
た
。

前
年
度
の
決
算
は
プ
ラ
ス
50
億
円
の
た
め
、

１
６
０
億
円
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

収
入
の
増
減
は
な
く
、
支
出
が
１
６
０
億
円
増

え
た
こ
と
が
赤
字
化
の
主
因
で
す
。
こ
の
支
出

増
の
半
分
は
保
険
給
付
費
の
増
加
分
、
残
り
の

半
分
は
納
付
金
の
増
加
分
と
分
析
で
き
ま
す
。

特
に
納
付
金
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
収
入
に
対

す
る
割
合
が
前
年
度
の
39
％
か
ら
41
％
に
伸
び

て
い
ま
す
。

ま
た
、
赤
字
組
合
は
前
年
度
の
33
組
合
か
ら

47
組
合
へ
と
４
割
増
加
し
、
保
険
料
率
を
引
き

上
げ
た
組
合
は
３
組
合
か
ら
８
組
合
へ
２
倍

以
上
に
な
り
ま
し
た
。
平
均
保
険
料
率
は
92
・

42
‰
で
、
前
年
度
比
０
・
41
ポ
イ
ン
ト
の
増
加

と
な
り
、
い
よ
い
よ
こ
こ
数
年
で
10
％
の
大
台

が
見
え
て
き
た
状
況
で
す
。

こ
う
し
て
見
ま
す
と
、
令
和
５
年
度
は
健
康

保
険
関
連
の
あ
ら
ゆ
る
指
標
が
前
年
度
比
で
悪

化
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

挨　拶挨　拶

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
社
会
保
険
の

醸
成
を
目
指
す
固
い
決
意
を
確
認 神奈川連合会

篠原会長

情勢報告情勢報告

少
子
化
対
策
の
財
源
に
つ
い
て

「
説
明
責
任
は
国
が
負
う
べ
き
」 健保連本部

松本総合企画室長

令和5年度事業報告令和5年度事業報告

重
要
施
策
が
決
定
さ
れ
る
年
度
に

き
め
細
か
く
「
情
勢
報
告
」 神奈川連合会

堤事務局長

国
民
の
健
康
の
パ
ス
ポ
ー
ト
と
も
い
え
る
保
険

証
が
な
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、
象
徴
的
に

健
保
財
政
は
大
き
な
曲
が
り
角
に
き
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

さ
て
、
健
保
組
合
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ

い
て
は
、
通
常
国
会
で
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
の
法
案
が
成
立
し
ま
し
た
。
健
保
組
合
・
健

保
連
の
求
め
は
附
帯
決
議
に
盛
り
込
ま
れ
、
介

護
保
険
に
つ
い
て
も
一
定
程
度
、
健
保
組
合
サ

イ
ド
の
主
張
が
通
っ
た
形
と
な
っ
た
こ
と
は
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
引
き
続
き
健
保
連
と
協

働
し
て
、
声
を
上
げ
て
主
張
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
自
民
党
の
国
民
皆
保
険
を
守
る
国
会

議
員
連
盟
が
ま
と
め
た
健
康
保
険
に
関
す
る
要

望
書
に
は
、
健
保
組
合
が
主
張
す
る
重
要
な
４

項
目
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
受
け
取
っ

た
財
務
大
臣
の
コ
メ
ン
ト
は
「
医
療
保
険
制
度

の
抜
本
的
な
対
策
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
当
面
、

対
症
療
法
、
す
な
わ
ち
財
政
支
援
で
応
じ
る
し

か
な
い
」
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
我
々

は
、
そ
の
財
政
支
援
が
実
現
す
る
か
ど
う
か
と

い
う
問
題
と
併
せ
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
支
援

額
に
つ
い
て
引
き
続
き
注
視
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

健
保
組
合
の
現
状
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
主
張
す
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り
主
張
す

る
、
誰
も
が
破
綻
し
な
い
社
会
保
険
を
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
姿
で
大
事
に
育
て
て
い
く
こ
と
、
今

風
に
申
せ
ば
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
社
会
保
険
の
醸
成
を

目
指
す
、
と
い
う
我
々
の
固
い
決
意
も
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
開
会
に
当
た
っ
て
の
私
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第163回神奈川連合会総会が6月28日（金）にホテルプラムで開催され、全74組合中、63組合の出席を得て
成立しました。
神奈川連合会の篠原会長の挨拶に続いて、来賓として出席した全国健康保険協会神奈川支部の長野支部長、
社会保険診療報酬支払基金神奈川審査委員会事務局の小柴調整課長が挨拶し、健保連本部の松本総合企画室長
が情勢報告を行ったのちに議事に入り、令和5年度事業報告、収入支出決算などについていずれも原案どおり
可決・承認されました。また、5年度会計監査結果などについて報告があり、議事終了後には永年勤続表彰式
と懇親会が開催されました。

第163回  神奈川連合会総会を開催
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ば
、
赤
字
が
少
し
改
善
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
が
、一
方
で
拠
出
金
は
確
実
に
伸
び
て
お
り
、

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
骨
太
方
針
２
０
２
４
・
予
算
に
対
し

て
は
「
後
期
高
齢
者
・
現
役
並
み
所
得
者
の
給

付
費
へ
の
公
費
投
入
」「
高
額
薬
剤
な
ど
医
療

費
の
高
額
化
に
伴
う
健
保
組
合
の
財
政
悪
化
へ

の
支
援
」「
出
産
・
子
育
て
対
策
・
Ｄ
Ｘ
推
進

な
ど
国
の
施
策
推
進
に
貢
献
す
る
健
保
組
合
の

取
り
組
み
へ
の
財
政
支
援
」
を
要
望
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
少
子
化
対
策
関
係
で
は
前
述
の
支

援
金
関
係
の
ほ
か
、
出
産
費
用
の
保
険
適
用
に

つ
い
て
早
期
の
検
討
開
始
も
求
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
自
民
党
の
国
民
皆
保
険
を
守
る

国
会
議
員
連
盟
が
ま
と
め
た
要
望
書
に
取
り
込

ま
れ
、す
で
に
財
務
大
臣
等
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

③
マ
イ
ナ
保
険
証

健
康
保
険
証
の
廃
止
等
に
伴
い
、
健
保
組

合
の
規
程
の
改
訂
な
ど
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
す
で
に
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
関
連
す
る
お

知
ら
せ
も
出
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
い
た
だ

い
て
可
能
な
限
り
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
資
格
確
認
が
で
き

な
い
場
合
の
代
替
措
置
と
し
て
、
必
要
と
す
る

方
に
資
格
確
認
書
を
発
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
事
務
負
担
に
つ
い
て
は
大
変
申
し

訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

④
新
提
言
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

健
保
連
本
部
で
「
ポ
ス
ト
２
０
２
５
」
の

新
提
言
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
ま
し

た
。
今
後
想
定
さ
れ
る
社
会
変
化
に
対
応
し
、

国
民
皆
保
険
制
度
を
進
化
さ
せ
る
た
め
、「
人

口
減
少
の
先
を
見
据
え
て
目
指
す
全
世
代
一
人

通
常
国
会
で
重
要
な
法
案
が
い
く
つ
か

通
っ
た
中
か
ら
、
本
日
は
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
金
へ
の
対
応
の
ほ
か
、
各
種
情
勢
報
告
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

今
回
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
で
は
附
帯
決
議
で
、
施
行

に
当
た
り
政
府
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

は
医
療
保
険
料
や
介
護
保
険
料
と
は
区
分
し
て

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
が
設
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
医
療
保
険
料
等
と
は
異
な
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
健
康
保
険
者
等
に
周
知
す
る
」
な

ど
の
措
置
を
講
ず
る
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

健
保
連
で
は
少
子
化
対
策
に
係
る
財
源
に

つ
い
て
、「
被
用
者
保
険
者
一
律
の
負
担
割
合

（
率
）
を
設
定
す
る
等
、
被
保
険
者
・
事
業
主

へ
の
説
明
責
任
を
国
が
負
う
こ
と
（
組
合
会
議

決
事
項
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
）
や
、「
介
護

納
付
金
に
つ
い
て
も
説
明
責
任
を
国
が
負
う
こ

と
」
な
ど
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

②
健
保
組
合
・
健
保
連
の
重
点
要
望
等

令
和
６
年
度
予
算
編
成
に
お
け
る
健
保
組

合
全
体
の
経
常
収
支
差
引
額
は
、
非
常
に
大
き

な
赤
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
賃
上
げ
で

収
入
が
増
え
た
り
医
療
費
の
伸
び
が
収
ま
れ

挨　拶挨　拶

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
社
会
保
険
の

醸
成
を
目
指
す
固
い
決
意
を
確
認 神奈川連合会

篠原会長

情勢報告情勢報告

少
子
化
対
策
の
財
源
に
つ
い
て

「
説
明
責
任
は
国
が
負
う
べ
き
」 健保連本部

松本総合企画室長

令和5年度事業報告令和5年度事業報告

重
要
施
策
が
決
定
さ
れ
る
年
度
に

き
め
細
か
く
「
情
勢
報
告
」 神奈川連合会

堤事務局長

一
人
が
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
」「
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
『
国
民
皆
保
険
制
度
の

恩
恵
』
を
守
る
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
」
な

ど
の
柱
を
立
て
て
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

５
年
度
は
、
５
月
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
法
上
の
取
り
扱
い
が
５
類
に
移
行
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
神
奈
川
連
合
会
の
活
動
も
コ

ロ
ナ
前
の
状
態
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

各
会
議
や
講
習
会
等
は
４
年
度
よ
り
引
き
続
き

対
面
方
式
で
開
催
し
ま
し
た
が
、
講
習
会
等
は

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
開
催
が

一
般
的
と
な
っ
た
た
め
、
５
年
度
も
こ
れ
を
継

挨　拶挨　拶

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
社
会
保
険
の

醸
成
を
目
指
す
固
い
決
意
を
確
認 神奈川連合会

篠原会長

情勢報告情勢報告

少
子
化
対
策
の
財
源
に
つ
い
て

「
説
明
責
任
は
国
が
負
う
べ
き
」 健保連本部

松本総合企画室長

令和5年度事業報告令和5年度事業報告

重
要
施
策
が
決
定
さ
れ
る
年
度
に

き
め
細
か
く
「
情
勢
報
告
」 神奈川連合会

堤事務局長

続
し
ま
し
た
。

６
年
度
に
実
施
さ
れ
る
診
療
報
酬
改
定
、
第

４
期
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
等
、
国
全
体

の
重
要
な
施
策
が
５
年
度
に
決
定
さ
れ
る
た

め
、
健
保
連
の
主
張
や
議
論
の
進
捗
等
、
会
員

健
保
組
合
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
と
共

有
が
重
要
と
考
え
、
会
議
や
委
員
会
、
部
会
等

に
お
い
て
、き
め
細
か
く
「
情
勢
報
告
」
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
都
道
府
県
連
合
会
の
連
携
強
化
」

の
取
り
組
み
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
開
催
す
る

講
習
会
等
の
情
報
を
共
有
し
、
連
合
会
を
越
え

て
参
加
を
促
進
し
ま
し
た
。
神
奈
川
連
合
会
で

は
、
秋
の
講
演
会
を
含
め
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型

の
５
講
習
会
を
他
連
合
会
に
も
案
内
し
た
と

こ
ろ
、
延
べ
27
連
合
会
、
１
２
６
健
保
組
合
、

１
８
６
名
の
参
加
実
績
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
健
保
組
合
の
共
通
課
題
に
対
し
て

は
引
き
続
き
、
広
報
委
員
会
、
組
合
業
務
推
進

委
員
会
、
医
療
費
対
策
委
員
会
、
健
康
開
発
事

業
委
員
会
の
４
つ
の
委
員
会
を
中
心
に
取
り
組

み
を
進
め
、計
画
ど
お
り
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

令和5年度 神奈川連合会
収入支出決算概要

（単位：千円）

区分 決算 予算 過不足

収

入

1. 会費 50,832 50,831 1

2. 繰入金 0 7,650 △7,650

3. 交付金 20,936 21,424 △488

4.  被用者保険運営円
滑化推進事業助成
金受入

12,453 13,674 △1,221

5. 雑収入 541 648 △107

計 84,762 94,227 △9,465

支

出

1. 事務所費 40,561 43,598 △3,037

2. 会議費 2,648 3,727 △1,079

3. 事業費 22,354 32,528 △10,174

4.  被用者保険運営円
滑化推進事業費 12,453 13,674 △1,221

5. 積立金 0 0 0

6. 雑支出 95 200 △105

7. 予備費 0 500 △500

計 78,111 94,227 △16,116

差　　引　　残 6,651 0 6,651
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東芝健康保険組合
百崎 肇さん

これまで企画関係（5年）と
適用（10年）の大きく2つの業
務に携わってきました。
企画関係の業務では、健保組
合が支部制を廃して本部に一本化する時（2000年）に
企画・管理業務担当に着任しました。当時、健保組合
の事業所数は約400もあり、通知を出すだけでもそれ
ぞれに宛てて印刷をし、封筒を準備し、発送するとい
う一大イベントでした。
適用業務で思い出深いのは2002年に全国に先駆けて
IC付きのカード健康保険証を作成したことです。厚生
局との調整から、IC搭載情報などの仕様決め、そして
実際の運用等、今でも「よく実施できたな」と思います。
各方面と様々な調整をしてみんなで作り上げ、保険証
として形に残ったことは非常に達成感がありました。
その後、このIC付き保険証は中止となる一方で、世
の中がICカードの時代となり、マイナ保険証になって
保険証は廃止…ということで、時代の変化を実感して
います。
「健康」に関しては、ここ数年は健保組合と事業主
のコラボで展開しているウォーキングラリーに参加し
ています。日々の歩数も意識し、平均で1日1万歩くら
い歩いており、週末はフットサルで汗を流しています。
現在は管理担当として、健保組合内を取りまとめる
立ち位置にいます。「健康経営」のいい潮流を逃すこ
となく、積極的に情報発信を行い、施策を展開してプ
レゼンスの向上につなげ、加入者や事業主に期待され
る健保組合になるよう、職員の皆さんと力を合わせて
取り組んでいきたいと思います。

横浜港運健康保険組合
工藤 祐子さん

あっという間の15年だったと
感じています。健康保険という
制度をまったく知らずに入職し
たのですが、初日に勉強会が開

かれ、常務から直々に教えていただきました。そうい
う温かい職場だったからこそ続けてこられたと感謝し
ております。
初めの10年は業務課で適用・給付に携わりました。
扶養の認定も傷病手当金の支給も「判断が難しい！」
と感じました。いろいろなケースがあり、1つにあて
はめることができなかったりして苦労しました。
産休からの復帰後、現在の補助金業務に携わるよう

になりました。人間ドックなどの補助金の申請などを受
け付けているのですが、大変な申請数で、皆さんの健康
意識の高さに驚きました。特に年度末ともなると、申請
書類が大量に届き、文字どおり山積みになるのですが、
その処理をやりきったときはすごく達成感があります。
健保組合業務は奥が深く、やればやるほど「いろいろもっ
と知りたい」という気持ちになります。今は補助金業務
をもっときちんと「極めたい」という気持ちです。
現状では育児が忙しいこともあって、「運動」はなか

なかできないのですが、階段の利用などで、できるだけ
歩くようにしています。最近は「睡眠」の大切さを実感
しています。よく眠れた翌日は体が軽く感じたりするの
で、できるだけ睡眠時間を確保するようにしています。
今後に向けて、皆さんに健康意識を高く持っていた
だくにはどうしたら良いかと考えており、健康意識が
高い会社と協力して、皆さんの健康につながることが
できたらいいと思っています。

　総会後、神奈川連合会永年勤続表彰式が行われました。代表者への表彰状と記念品の贈呈後、篠原会長からの式
辞に対し、被表彰者を代表して上野グループ健康保険組合の野村昌弘氏が謝辞を述べられました。

令和6年度 神奈川連合会永年勤続表彰令和6年度 神奈川連合会永年勤続表彰

健保組合名 被表彰者名
富士通 平山　智代
富士通 石川　寿子
富士通 清水　麻衣
京三製作所 浅埜裕紀子
神奈川県鉄工業 内田　　了
神奈川県鉄工業 井口　年英
神奈川県鉄工業 春田　　力
神奈川県鉄工業 近田　順一
神奈川鉄鋼産業 岩渕　　茂
神奈川鉄鋼産業 伊達　政弘
東芝 百崎　　肇
東芝 植村麻衣子
東芝 吉村　智子
ゼロ 松本真由美
ミツトヨ 森　麻実子
日産自動車 相馬　麻未
日産自動車 藤脇伸一郎
日産自動車 上村　なつ
日産自動車 阿部　恵子

健保組合名 被表彰者名
日産自動車 中澤　典子
日産自動車 土田　亜希
横浜港湾 植松　幸広
横浜港湾 梅澤　　昇
横浜港湾 各務　　毅
横浜港湾 一栁　武司
横浜港運 工藤　祐子
横浜港運 狩野　匡由
神奈川県石油業 向山　暁子
神奈川県石油業 齋藤真木子
神奈川県電設 石野　貴史
神奈川県電設 三澤　　隆
上野グループ 塚本　和能
上野グループ 栁川　　岳
上野グループ 上野　　善
上野グループ 野村　昌弘
上野グループ 守木　雄一
神奈川県機器 山﨑　利宏
神奈川県機器 初沢　　悟

健保組合名 被表彰者名
神奈川県機器 鈴木　紀雄
神奈川県機器 安藤　武彦
神奈川県機器 坂本　康祐
神奈川県電子電気機器 村上　友起
神奈川県電子電気機器 荒井　　香
神奈川県電子電気機器 原山　恵一
首都圏デジタル産業 伊藤　　愛
独立行政法人都市再生機構 鈴木　美絵
富士フイルムグループ 栗原　円女
富士フイルムグループ 仁藤　晶代
富士フイルムグループ 内田　儀子
富士フイルムグループ 武松　晃子
富士フイルムグループ 佐藤恵里子
富士フイルムグループ 森　　裕行
富士フイルムグループ 吉田　　愛
富士フイルムグループ 大塚　　瞳
富士フイルムグループ 長谷川里美
市光工業 志田　哲也
15年以上勤続56名【敬称略、健保組合略】

永年勤続表彰を受けて
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講
習
会
講
師
の
片
桐

委
員
は
、
健
保
組
合
の
業

務
や
特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
、
さ
ら
に
は
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
な
ど
に

つ
い
て
解
説
し
、「
健
保

組
合
は
健
康
保
険
法
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
公
法
人
で
あ
り
、

諸
法
令
を
厳
正
に
遵
守
す
る
こ
と
が
第
一
で
す
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
条
文
の
「
読
み
方
」
の
コ
ツ
を
紹
介
し
、
日
頃
か

ら
「
ぜ
ひ
条
文
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
分
か
ら
な
い
こ
と
は
事
務
長
や
課
長
に
聞
い
て
分

か
ら
な
い
ま
ま
に
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
神
奈
川
連
合
会
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
堤
事

務
局
長
は
、「
令
和
６
年
度
事
業
計
画
の
『
重
要
事
項
』
を
踏

ま
え
た
各
種
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

講
習
会
終
了
後
に
参
加
者
全
員
で
集
合
写
真
を
撮
影
し
て

交
流
を
深
め
、
最
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
新
入
職
員
と
し
て

の
「
今
後
の
抱
負
」
な
ど
を
書
き
入
れ
ま
し
た
（
Ｐ
６
参
照
）。

（
神
電
け
ん
ぽ
会
館
）

健
保
組
合
は
公
法
人
。

諸
法
令
の
厳
正
な
遵
守
が
第
一

（
神
電
け
ん
ぽ
会
館
・
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）

（
神
奈
川
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
・
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）

5／
14
新
入
職
員
講
習
会

保
険
者
単
位
の
償
還
払
い
は

継
続
課
題
に

5／
22
柔
整
等
療
養
費
講
習
会

生
産
年
齢
人
口
を
増
や
し
、

生
産
性
も
上
げ
る
「
健
康
経
営
」

6／
14
健
康
企
業
宣
言
事
業
説
明
会

基
調
講
演
を
行
っ
た
健
保
連
政
策
部
の
鈴
木
担
当
部
長
は
、

「
療
養
費
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
「
柔
整
」「
あ
は

き
」の
令
和
６
年
改
定
の
検
討
結
果
を
中
心
に
解
説
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
「
柔
整
」
に
つ
い
て
、
患
者
ご
と
に
償
還
払
い
へ

変
更
す
る
仕
組
み
に
長
期
・
頻
回
事
例
（
５
カ
月
超
か
つ
月
10

回
以
上
）
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
は
「
非
常
に
重
要
」
と
強
調
し

た
一
方
、
保
険
者
単
位
の
償
還
払
い
へ
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

令
和
８
年
改
定
の
継
続
課
題
と
な
っ
た
こ
と
を
説
明
し
ま
し

た
。

「
あ
は
き
」
に
つ
い

て
は
、
往
療
料
の
距
離

加
算
の
廃
止
や
往
療
料

の
見
直
し
お
よ
び
訪
問

施
術
料
の
創
設
な
ど
が

「
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、「
令
和
６
年

度
柔
整
等
療
養
費
適
正

化
の
取
組
み
」
を
紹
介

（
神
電
け
ん
ぽ
会
館
）

健
保
組
合
は
公
法
人
。

諸
法
令
の
厳
正
な
遵
守
が
第
一

（
神
電
け
ん
ぽ
会
館
・
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）

（
神
奈
川
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
・
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）

5／
14
新
入
職
員
講
習
会

保
険
者
単
位
の
償
還
払
い
は

継
続
課
題
に

5／
22
柔
整
等
療
養
費
講
習
会

生
産
年
齢
人
口
を
増
や
し
、

生
産
性
も
上
げ
る
「
健
康
経
営
」

6／
14
健
康
企
業
宣
言
事
業
説
明
会

し
た
堤
事
務
局
長
は
、「
ガ
リ
バ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

㈱
の
『
長
期
頻
回
受
療
者
へ
の
対
策
』
を
連
合
会
の
共
同
事
業

と
し
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
中

で
検
討
し
て
い
く
」
と
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
健
康
経
営

エ
キ
ス
パ
ー
ト
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
竹
本
氏
が
「
か

な
が
わ
健
康
企
業
宣
言

事
業
」
お
よ
び
「
健
康
経

営
優
良
法
人
２
０
２
５
」

に
つ
い
て
、
ま
た
同
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
堤
事
務
局

長
が
神
奈
川
連
合
会
の

「
健
康
経
営
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

説
明
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
健
保
連
組
合
サ
ポ
ー
ト
部
の
小
山
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
「
出
産
・
子
育
て
の
安
心
に
つ
な
が
る
環
境
整
備
等
の
取
り

組
み
に
対
す
る
財
政
支
援
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
健
保
連
本
部

か
ら
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
健
康
経
営
の

進
化
と
深
化
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
行
っ
た（
一

社
）
社
会
的
健
康
戦
略
研
究
所
の
浅
野
代
表
理
事
は
、「
こ
れ

か
ら
の
人
口
減
少
社
会
で
は
、
生
産
年
齢
人
口
と
生
産
性
を
上

げ
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
同
時
に
実

現
で
き
る
の
が
『
健
康
経
営
』
で
す
」
と
、
そ
の
意
義
を
強
調

し
ま
し
た
。

（
神
電
け
ん
ぽ
会
館
）

健
保
組
合
は
公
法
人
。

諸
法
令
の
厳
正
な
遵
守
が
第
一

（
神
電
け
ん
ぽ
会
館
・
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）

（
神
奈
川
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
・
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）

5／
14
新
入
職
員
講
習
会

保
険
者
単
位
の
償
還
払
い
は

継
続
課
題
に

5／
22
柔
整
等
療
養
費
講
習
会

生
産
年
齢
人
口
を
増
や
し
、

生
産
性
も
上
げ
る
「
健
康
経
営
」

6／
14
健
康
企
業
宣
言
事
業
説
明
会

日
常
業
務
の

日
常
業
務
の

具
体
的
内
容
か
ら
全
体
像
ま
で

具
体
的
内
容
か
ら
全
体
像
ま
で

幅
広
い
視
点
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー

幅
広
い
視
点
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー

講
習
会
・
説
明
会
を
開
催

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
組
合
業
務
推
進
委
員
会
に
よ

る
新
入
職
員
講
習
会
、
医
療
費
対
策
委
員
会
に
よ
る
柔
整
等

療
養
費
講
習
会
、
健
康
開
発
事
業
委
員
会
に
よ
る
健
康
企
業

宣
言
事
業
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
の
講

習
会
・
説
明
会
で
は
他
の
連
合
会
加
盟
の
健
保
組
合
も
多
数

参
加
さ
れ
、
日
常
業
務
に
直
結
す
る
具
体
的
な
内
容
か
ら
業

務
の
全
体
像
に
関
わ
る
内
容
ま
で
、
幅
広
い
視
点
か
ら
の
講

演
等
に
多
数
の
関
係
者
が
聞
き
入
り
ま
し
た
。

▲講師の片桐委員

▲柔整等療養費講習会の模様

▲浅野代表理事による基調講演
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日産自動車（健）
渡辺　寛子

みんなの健康応援団の一員と
して、１日でも早く一人前に
なれるよう頑張ります。

労働者健康安全機構（健）
大原　史織

健保組合の業務について、まだ分
からず取り組んでいた部分が多
かったので基本を教えていた
だけてとても勉強になり

ました。

トヨタウエインズ
グループ（健）
小田　直子

社会保険業務について、今後
も勉強していきたいと思い
ます。よろしくお願いい
たします。

ナイスグループ（健）
亀崎　七海

まだまだ経験不足なところは
ありますが、一日も早く貢献
できるように頑張ります。今
後ともよろしくお願いい
たします。

日本発条（健）
関矢　健人

一日一日を大切に日々成長し
てまいりたいと存じます。

日産自動車（健）
渡邉　朱音

よろしくお願いします。

富士フイルム
グループ（健）
吉田　桃里

入職して１年未満で、日々
学ぶことが多いので、これ
からも業務に励んでいき
たいと思います。

レイズネクスト（健）
大井　かをり

慣れないことばかりで毎日奮闘し
ています。同じ神奈川県の健保組合
の皆さんのお力を借りながら、少し
でも早く仕事を覚えて行けたらと
思っています。どうぞよろし
くお願いいたします。

日産自動車（健）
池田　遥香

数か月前まで高校生をやっ
ており、事前知識もないま
ま業務を行っていたので、
今回の講習で詳しく学ぶ
ことができて良かっ

たです。

日産自動車（健）
薄井　祐子

より詳しく保険制度を知る
ことができたので、健保組
合でこれからも業務を頑
張りたいと思います。

神奈川県管工事業（健）
鈴木　泰子

法令等を遵守し丁寧に業務をこ
なしていくとともに、保健事業を
通じ被保険者・被扶養者の健康維
持のため色々なことに取り組ん
でいきたいと思いました。片
桐事務長、ありがとうご
ざいました。

労働者健康安全機構（健）
野坂　郁弥

これからも様々な研修や行事に参加さ

せていただき、連合会や他の健保組合

の皆さまとの関係人口を増やして行きた

いと考えております。健康に携わる仕

事をする者として、これからも健康

ファーストで、健保組合の中で一

番健康な職員となります。

東プレ（健）
長沼　克行

まだまだ分からないことが多いで

すが、全体像を意識しながら少し

でも早い戦力となれるように頑

張っていきます。最近は健康の

ために市民プールで水泳に

励んでいます。

神奈川県医療従事者（健）
永光　秀美

一日でも早く戦力になれるよう

精進していきたいです。よろ

しくお願いします。

ウシオ電機（健）
佐藤　優理恵

保健事業を担当させていただいており

ますが、保健事業の業務がどのように外

部とつながっていて、どのように健保組合

の中で働きがあるのか、はっきりしました。

今後はウシオ健保組合の職員として、社

員の方々の特定保健指導実施率を上げ

ることが目標です。本日は参加さ

せていただきありがとうご

ざいました。

富士通（健）
石川　肇華

今回の講習で初めて社会保

険制度や、健保組合の主な業

務についてある程度分かるこ

とができました。まだ完璧で

はないので、覚えられる

ように頑張っていき

ます。

神奈川県自動車
販売（健）
谷田部　日菜

早く業務に慣れるように頑

張ります。どうぞよろし

くお願いいたします。

トヨタウエインズ
グループ（健）
岩崎　純子

判断をするうえで困った時に健

保連さんにご連絡するよう言

われています。頼りにして

いますのでよろしくお

願いします。

ミツトヨ（健）
野路　静花

新入職員らしく積極的に

様々な知識を先輩方から吸

収し、少しでも早く一人前

になれるように頑張り過

ぎずに頑張ります。

日産自動車（健）
西澤　美咲

まだまだ不慣れなことが多

いですが、早く一人前にな

れるように努力したいと

思います。よろしくお

願いします。

神奈川県電子電気機器（健）
野中　雄貴

頑張ります。

日産自動車（健）
佐竹　恭子

看護師、保健師としての医

療・保健の現場での経験を活

かして、健保組合の業務に

当たりたいと思います。

日産自動車（健）
伊藤　広佑

適用業務の担当をしていま
すが、給付や保健事業など、
健保事業について改めて
復習することができ

ました。

日本飛行機（健）
前田　敏美

日本飛行機労働組合より異動し

てきました。一から勉強して頑

張りたいと思います。よろしく

お願いいたします。

神奈川県建設業（健）
佐藤　由季

まだまだ分からないこともありま
すが、決めた目標を達成できるよう、
引き続き取り組んでいきたいと思い
ます。今後は健診受診率の向上と
保健指導実施率の向上等を目
標にしております。

　去る5月14日（火）に新入職員講習会が開催され、23組合39名の新人が参加されました。終了後、
参加者の皆さまより「新入職員からのメッセージ」として、今後の抱負や講習会の感想、自己ＰＲなど
をいただきましたので、以下にご紹介します（敬称略）。
※掲載に当たっては、編集作業を行っています。

新人たちの活躍を応援してください！ 新入職員からのひと言

▲新入職員講習会新入職員講習会に参加された皆さま参加された皆さま



体重 体重 
32kg 32kg 減量への減量への

道のり道のり
富士通ゼネラル健康保険組合

油　弘一
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ビデオに丸いものが動いている
昔、保育園の運動会で撮った親子競技のビデオ映像
を見てびっくりしました。丸い物が画面の中を動いて
います。一瞬何かと思いましたが、それが自分であ
ることにショックを受けました。そのころ私は身長
169cmで体重は91kgありました。まさに生活習慣病
一直線、人生の後半は病人生活だと思いました。食生
活は朝食抜き、夜はドカ食い、牛丼は特盛、カレーは
カツカレー、お煎餅は一袋完食のような生活。たばこ
は1日20本以上、駅から徒歩15分の会社はバスを利
用していました。

ダイエットの一大決心
このまま子供3人を抱え、大病になったら大変だと
ダイエットを決心しました。決心の際“心構え”にし
たのが、「健康かつ病気にならない身体を絶対につく
る」でした。結果としてダイエットは成功しましたが、
この心構えは大切なことでした。
ダイエットは入念に準備しました。体重は毎日図り、
100gでも下がれば励みになると、100g単位の体重
計を購入。また食事カロリーブックを購入し、カロリー
を暗記。高カロリーの食事は避けるようにしました。
家族と違う食事になるなどお金はかかりますが、病気
にならないことを思えば安いと思いました。

食べたい気持ちを我慢する熾烈な闘い
ダイエットで始めたのが、食事の見直しです。朝食：
昼食：夕食の比率を4：3：3にし、野菜を多く、炭水
化物と間食を減らしました。始めるとお腹が空いて、
食べたい気持ちを我慢することとの闘いでした。会社
を出れば飲食店が並び、テレビはグルメ番組ばかり、

我慢は本当に大変でした。我慢の連続でしたが、徐々
に減る体重が励みになるとともに、病気にならない身
体をつくる心構えを常に忘れないことが良かったと思
います。

ダイエット中の浮き沈みと成果
体重は常に右下がりで下がりませんでした。増減を
繰り返し徐々に減りました。下がらなく停滞すること
もありましたが、それでも頑張れば下がると信じて続
けると、下がる時がきました。また、今日もダイエッ
トがんばるぞと思うと、菓子折りをもらったりします。
会食も時々あります。それもあることを織り込みの中
で、ダイエットを行うことに心を切り替えてきました。
勿論カロリーが多めの日は、次の日や翌週でカロリー
制限をしました。そして10年間で32kg減り、血圧は
26%減、血糖値は35%減、悪玉ｺﾚｽﾃﾛｰﾙは38%減と各
数値は自然と下がりました。

現在はプチダイエットを継続中
ダイエットの大敵はリバウンドです。初心を忘れず、
プチダイエットは今も続けています。ダイエットの後
半からはウォーキング、休日ごとのバッティングセン
ター通いを始めています。ウォーキングは、2015年
から9年連続で1日平均1万歩以上を達成し、現在も継
続中です。また、2014年にたばこも止めました。た
ばこで健康を害したら、ダイエットの健康改善が無駄
になると思いました。食事の我慢が、たばこの我慢に
つながりました。
食事、運動、睡眠、禁煙、社会参加と健康につなが
ることはありますが、全部同時にやるのは無理と思い
ます。まず食事の改善、定着したら、次は運動など、
1つずつ行ったのが良いと思います。

◀◀
愛
用
の
バ
ッ
ト
を
手
に
、
現
在
も
プ
チ
ダ
イ
エ
ッ
ト
継
続
中

愛
用
の
バ
ッ
ト
を
手
に
、
現
在
も
プ
チ
ダ
イ
エ
ッ
ト
継
続
中

随 想



▲健保組合が所在する東プレ㈱相模原事業所▲健保組合が所在する東プレ㈱相模原事業所

▲ 東プレの冷凍車▲ 東プレの冷凍車

▲ 主要な量産製品▲ 主要な量産製品

自動車バッテリーケース自動車バッテリーケース

フロントピラーフロントピラー

ホイールハウスホイールハウス

ドアビームドアビーム

リアピラーリアピラー

▲ 健保組合のみなさん。左から坂本常務理事、▲ 健保組合のみなさん。左から坂本常務理事、
植松主事、長沼課長、太田事務長植松主事、長沼課長、太田事務長

（8）

を
お
届
け
す
る
定
温
物
流
関
連
製
品
で
は
、「
冷

凍
装
置
と
コ
ン
テ
ナ
の
一
貫
生
産
」
に
よ
る
冷

凍
車
の
製
造
・
販
売
で
、
国
内
シ
ェ
ア
の
約
45

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
空
調
機
器
関
連
製
品
で

は
シ
ロ
ッ
コ
フ
ァ
ン
を
は
じ
め
、
24
時
間
マ
ル

チ
換
気
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
快
適
な
空
調
環
境

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
電
子
機
器
関

連
製
品
で
は
人
間
工
学
に
基
づ
い
た
設
計
の
キ

ー
ボ
ー
ド
「
リ
ア
ル
フ
ォ
ー
ス
」
が
、
地
元
・

相
模
原
市
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
」
の
９

割
を
占
め
た
こ
と
も
あ
る
人
気
商
品
に
な
り
ま

し
た
。

高
い
技
術
力
と
独
立
系
ゆ
え
の
自
由
で
独
創

的
な
発
想
力
を
武
器
に
、
東
プ
レ
は
今
年
創
立

89
周
年
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
事
業
領
域
の
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

東
プ
レ
健
康
保
険
組
合
は
、
昭
和
45
年
４
月

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
６
年
４
月
現
在
、

東プレ健康保険組合東プレ健康保険組合

そこが聞きたい
保健事業保健事業

聞
き
手 

● 

澤
田
（
広
報
委
員
）

昭
和
10
年
、
東
プ
レ
㈱
は
自
動
車
用
プ
レ
ス

部
品
の
製
造
開
発
メ
ー
カ
ー
・
東
京
プ
レ
ス
工

業
㈱
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
以
来
、塑
性（
プ

レ
ス
）
加
工
技
術
と
金
型
設
計
技
術
を
進
化
・

応
用
し
、
自
動
車
関
連
製
品
に
と
ど
ま
ら
ず
、

定
温
物
流
、
空
調
機
器
、
電
子
機
器
を
加
え
た

４
つ
の
関
連
製
品
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

東
プ
レ
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
プ
レ
ス
関
連

製
品
で
は
、
成
形
が
困
難
な
ハ
イ
テ
ン
材
の
加

工
で
、
自
動
車
部
品
の
軽
量
化
と
高
強
度
化
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。
食
品
の
お
い
し
さ
と
安
全

卓
越
し
た
塑
性
加
工
技
術
と

自
由
な
発
想
力
で
創
立
89
年

充実の保健事業にプラスして、充実の保健事業にプラスして、
被扶養者の行動変容につながる被扶養者の行動変容につながる
取り組みを取り組みを



▲ 健保・基金だよりと社内報▲ 健保・基金だよりと社内報
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加
入
事
業
所
数
14
、
被
保
険
者
数
３
、１
９
８

人
、
被
扶
養
者
数
２
、８
５
３
人
、
平
均
年
齢

40
・
37
歳
、
健
康
保
険
料
率
は
95
・
00
‰
で
す
。

人
間
ド
ッ
ク
の
対
象
は
、
35
歳
以
上
の
被
保

険
者
・
被
扶
養
者
で
す
。
受
診
に
対
し
て
上
限

３
０
、０
０
０
円
の
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
55
歳
・
60
歳
に
当
た
る
被
扶
養
者
は
節

目
健
診
と
し
て
無
料
で
受
診
可
能
で
す
。

主
婦
健
診
（
生
活
習
慣
病
予
防
レ
デ
ィ
ー
ス

健
診
）
は
、
30
歳
以
上
の
女
性
被
保
険
者
・
被

扶
養
者
が
対
象
で
す
。
契
約
医
療
機
関
で
は
税

別
３
、０
０
０
円
で
受
診
可
能
、
契
約
外
で
は
上

限
１
５
、０
０
０
円
の
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

巡
回
健
診
は
、
40
歳
以
上
の
女
性
被
扶
養
者

が
対
象
で
す
。
居
住
地
周
辺
の
会
場
で
、
婦
人

科
項
目
を
含
む
多
彩
な
検
査
項
目
を
無
料
で
受

け
ら
れ
ま
す
。ま
た
40
歳
以
上
の
被
扶
養
者
が
、

パ
ー
ト
先
等
で
健
診
を
受
診
さ
れ
た
場
合
は
、

健
診
結
果
を
健
保
組
合
に
提
供
い
た
だ
く
と

１
、０
０
０
円
の
ク
オ
カ
ー
ド
を
進
呈
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、胃
検
診（
30
歳
以
上
被
保
険
者
対
象
）、

大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
（
40
歳
以
上
被
保
険

者
対
象
）
な
ど
は
、
定
期
健
康
診
断
の
時
に
、

希
望
者
全
員
が
健
保
組
合
全
額
補
助
に
て
受
診

で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
相
模
原
事
業
所
で
は
巡
回
レ
デ
ィ

ー
ス
事
業
所
健
診
を
、
40
歳
以
上
の
女
性
被
扶

養
者
を
対
象
に
実
施
し
て
お
り
、
短
い
待
ち
時

好
評
の
巡
回
レ
デ
ィ
ー
ス
事
業
所
健
診
の

さ
ら
な
る
展
開
を
検
討
中

間
で
人
間
ド
ッ
ク
の
約
８
割
の
項
目
を
無
料
で

受
診
で
き
る
、
と
大
変
好
評
で
す
。
被
扶
養
者

の
健
診
受
診
率
向
上
の
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て

期
待
で
き
る
た
め
、
今
年
は
９
月
と
10
月
で
２

回
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
は
回
数
の

増
加
や
他
事
業
所
へ
の
展
開
も
検
討
中
で
す
。

健
診
以
外
で
は
、
健
保
連
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

援
助
に
よ
る
健
康
管
理
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
、

生
活
習
慣
病
の
改
善
・
予
防
の
意
識
向
上
に
役

立
て
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
歩
数
や
睡
眠
時
間

な
ど
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
ギ
フ

ト
券
が
当
た
る
ほ
か
、
年
齢
、
地
域
な
ど
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
別
に
ラ
ン
キ
ン
グ
表
示
さ
れ
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
刺
激
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

重
症
化
予
防
対
策
で
も
同
様
に
、
健
保
連
サ

ポ
ー
ト
に
よ
る
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
活
用
を
し
て
お

り
、
糖
尿
病
と
高
血
圧
・
高
脂
質
に
お
い
て
高

リ
ス
ク
者
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
健
診
結
果

の
分
析
、
保
健
指
導
ま
で
を
一
貫
し
て
管
理
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
は
、
被
保
険
者
を
対
象
に
２
、０
０
０
円

を
上
限
に
補
助
を
行
う
ほ
か
、
事
業
所
で
の
集

団
予
防
接
種
も
行
っ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
・
被
扶
養
者
に
各
種
情
報
を
お
届

け
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
加
え
て
「
健
保
・
基

金
だ
よ
り
」
を
年
２
回
発
行
し
、
事
業
所
経
由

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
母
体
企
業
の
発

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
の
た
め
︑

社
内
報
と
コ
ラ
ボ

健
保
組
合
の
今
後
の
課
題
と
し
て
、
ま
ず
口

腔
衛
生
管
理
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
現
在

は
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
グ
ッ
ズ
の
配
布
と
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
歯
科
健
診
の
導

入
を
検
討
予
定
で
す
。

そ
し
て
最
大
の
課
題
は
、
健
保
組
合
共
通
の

悩
み
で
も
あ
る
被
扶
養
者
の
健
診
受
診
率
と
保

健
指
導
の
実
施
率
向
上
で
す
。
現
在
の
被
扶
養

者
の
特
定
健
診
受
診
率
は
34
・
４
％
で
す
が
、

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
令
和
11
年
度
目
標
は
70
・
０

％
と
倍
以
上
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。
被
扶
養
者

に
は
広
報
誌
で
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
前
述
の
よ
う
に
社
内
報
へ
の
掲
載
に
よ
る

効
果
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
毎
年
５

月
下
旬
に
「
家
族
健
診
の
ご
案
内
」
を
、
ま
た

前
年
度
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
に
は
受
診

券
を
、そ
れ
ぞ
れ
自
宅
へ
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

「
配
る
↓
開
封
し
て
も
ら
う
↓
受
診
し
て
も
ら

う
」
と
い
う
流
れ
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
さ

ら
に
様
々
な
取
り
組
み
や
仕
掛
け
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

限
り
あ
る
財
源
の
な
か
、
疾
病
予
防
か
ら
保

健
指
導
宣
伝
、
体
育
奨
励
、
保
養
施
設
と
、
効

果
の
最
大
化
を
目
指
し
て
、
非
常
に
充
実
し
た

保
健
事
業
を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
扶
養
者

を
い
か
に
行
動
変
容
さ
せ
、
健
診
・
保
健
指
導

の
実
施
率
向
上
へ
つ
な
げ
て
行
く
か
、
今
後
の

取
り
組
み
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

健
保
組
合
共
通
の
課
題
に
対
し
︑

さ
ら
に
様
々
な
仕
掛
け
を

行
す
る
社
内
報
は
閲
覧
率
も
高
い
た
め
、
今
年

度
か
ら
掲
載
内
容
に
つ
い
て
コ
ラ
ボ
し
、
健
保

情
報
も
発
信
し
始
め
ま
し
た
。
年
４
回
発
行
の

た
め
、
季
節
に
合
わ
せ
た
情
報
を
よ
り
タ
イ
ム

リ
ー
に
伝
え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

出
産
さ
れ
た
方
に
１
年
間
配
布
す
る
育
児
冊

子
は
、
子
育
て
の
不
安
解
消
に
つ
な
が
る
と
好

評
で
す
。
ま
た
、
１
年
間
医
療
機
関
に
か
か
ら

な
か
っ
た
方
に
対
す
る
健
康
者
表
彰
で
は
、
毎

年
２
０
０
名
前
後
の
方
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

体
力
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
で
は
、
事
業
所

単
位
で
の
球
技
大
会
（
ゴ
ル
フ
除
く
）
に
１
人

１
、０
０
０
円
の
補
助
を
行
う
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
や
プ
ー
ル
施
設
と
法
人
契
約
し
、
気
軽
な

利
用
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
前

述
の
健
康
管
理
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
も
検
討
中
で
す
。

さ
ら
に
、
加
入
員
の
心
身
の
保
養
に
資
す
る

た
め
、
借
上
保
養
所
「
山
中
保
養
所
」
と
利
用

契
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。
宿
泊
料
も
格
安
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
在
も
年
間
４
０
０
人
ほ
ど
が

利
用
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
は

母
体
企
業
や
労

働
組
合
と
コ
ラ

ボ
し
、
各
事
業

所
の
加
入
員
が

公
平
に
利
用
で

き
る
保
養
施
設

の
提
供
も
検
討

し
て
い
ま
す
。
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当
連
合
会
の
４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
の
活
動
状
況
は
、
令
和
５

年
度
事
業
の
評
価
と
反
省
に
併
せ
て
、
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
の

具
体
化
を
各
委
員
会
に
て
作
成
し
た
。
ま
た
、
常
任
理
事
会
、
理
事

会
を
開
催
し
、
総
会
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
た
。
６
月
28
日

に
第
１
６
３
回
総
会
を
開
催
し
た
結
果
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告
、

収
入
支
出
決
算
に
つ
い
て
参
加
組
合
の
全
員
の
賛
成
を
持
っ
て
承
認

さ
れ
た
。

講
習
会
は
５
月
14
日
に
新
入
職
員
講
習
会
、
５
月
22
日
に
は
柔
整

等
療
養
費
講
習
会
、
ま
た
健
康
経
営
の
普
及
促
進
を
図
る
べ
く
、
６

月
14
日
に
は
健
康
企
業
宣
言
事
業
説
明
会
を
開
催
し
た
。

●
健
康
企
業
宣
言
事
業
説
明
会

６
月
14
日
（
金
）

　

神
奈
川
中
小
企
業

セ
ン
タ
ー
ビ
ル

　
（
W
e
b
併
用
）

●
健
保
連
か
な
が
わ
１
０
０
キ
ロ

ウ
ォ
ー
ク

４
月
27
日
（
土
）

　

東
京
湾
眺
望
と
海
辺
の
公
園

５
月
25
日
（
土
）

　

大
山
街
道
と
海
老
名
の
里
山

６
月
22
日
（
土
）

　

金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク

組
合
業
務

相
談
室

●
取
扱
状
況
（
４
〜
６
月
：
11
件
）

▽
適
用
関
係
…
…
…
…
…
３
件

▽
給
付
関
係
…
…
…
…
…
４
件

▽
庶
務
関
係
…
…
…
…
…
４
件

●
相
談
予
定
日

随
時
受
付

第
三
者
行
為

相
談
室

●
取
扱
状
況
（
４
〜
６
月
：
４
件
）

▽
自
賠
責
・
任
意
保
険
…
１
件

▽
給
付
制
限
…
…
…
…
…
１
件

▽
示
談
…
…
…
…
…
…
…
１
件

▽
そ
の
他
…
…
…
…
…
…
１
件

●
医
療
費
対
策
委
員
会

４
月
25
日
（
木
）

　

連
合
会
事
務
所

６
月
25
日
（
火
）

　

連
合
会
事
務
所

●
健
康
開
発
事
業
委
員
会

５
月
８
日
（
水
）

　

連
合
会
事
務
所

●
Ｗ
Ｇ
定
例
会

６
月
26
日
（
水
）

　

連
合
会
事
務
所

●
新
入
職
員
講
習
会

５
月
14
日
（
火
）

　

神
電
け
ん
ぽ
会
館

●
柔
整
等
療
養
費
講
習
会

５
月
22
日
（
水
）

　

神
電
け
ん
ぽ
会
館

（
W
e
b
併
用
）

●
常
任
理
事
会

４
月
10
日
（
水
）

　

連
合
会
事
務
所

５
月
29
日
（
水
）

　

連
合
会
事
務
所

●
理
事
会

６
月
５
日
（
水
）

　

ホ
テ
ル
プ
ラ
ム

●
監
事
会

５
月
21
日
（
火
）

　

連
合
会
事
務
所

●
第
１
６
３
回
総
会
（
決
算
）

６
月
28
日
（
金
）

　

ホ
テ
ル
プ
ラ
ム

●
広
報
委
員
会

４
月
18
日
（
木
）

　

連
合
会
事
務
所

●
組
合
業
務
推
進
委
員
会

４
月
16
日
（
火
）

　

連
合
会
事
務
所

６
月
10
日
（
月
）

　

連
合
会
事
務
所

▲4月27日　健保連かながわ100キロウォーク

▲5月25日　健保連かながわ100キロウォーク▲6月22日　健保連かながわ100キロウォーク
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法
律
相
談
状
況

●
取
扱
状
況
（
４
〜
６
月
：
２
件
）

▽
時
効
関
連
…
…
…
…
…
１
件

▽
そ
の
他
…
…
…
…
…
…
１
件

●
相
談
予
定
日

原
則
毎
週
水
曜
日

柔
整
等
療
養
費

相
談
室

●
取
扱
状
況
（
４
〜
６
月
：
３
件
）

●
相
談
予
定
日　

随
時
受
付

総
合
部
会

●
定
例
総
会
（
決
算
）

６
月
13
日
（
木
）

　

ホ
テ
ル
プ
ラ
ム

　

16
組
合　

30
名

●
行
事
予
定

７
月
10
日
（
水
）

　

保
健
事
業
等
研
修
会

９
月
５
日
（
木
）

　

特
別
研
修
会

10
月
２
日
（
水
）

　

一
般
教
養
研
修
会
①

11
月
13
日
（
水
）

　

一
般
教
養
研
修
会
②

12
月
５
日
（
木
）

　

時
勢
研
修
会

総
合
部
会

●
決
算
総
会

５
月
23
日
（
木
）

　

富
士
通
健
保
組
合

　

ヴ
ィ
ラ
伊
豆

　

21
組
合　

26
名

●
職
員
研
修
会
（
１
）

６
月
25
日
（
火
）

　

崎
陽
軒
本
店

　

16
組
合　

37
名

●
行
事
予
定

８
月
２
日
（
金
）

　

定
例
部
会

９
月
頃

　

職
員
研
修
会
（
２
）

10
月
11
日
（
金
）

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

11
月
15
日
（
金
）
〜
16
日
（
土
）

　

現
地
視
察
研
修
会

12
月
６
日
（
金
）

　

定
例
部
会

総
合
部
会

●
５
月
例
会
（
決
算
総
会
）

５
月
15
日
（
水
）

　

ホ
テ
ル
プ
ラ
ム

　

30
組
合　

54
名

●
第
１
回
職
員
研
修
（
宿
泊
）

５
月
23
日
（
木
）
〜
24
日
（
金
）

　

グ
ラ
ン
ド
エ
ク
シ
ブ

初
島
ク
ラ
ブ

　

13
組
合　

24
名

●
第
２
回
職
員
研
修
（
宿
泊
）

６
月
６
日
（
木
）
〜
７
日
（
金
）

　

グ
ラ
ン
ド
エ
ク
シ
ブ

初
島
ク
ラ
ブ

　

中
止

●
第
３
回
職
員
研
修
（
日
帰
り
）

６
月
18
日
（
火
）

　

㈱
崎
陽
軒
横
浜
工
場
見
学

　

20
組
合　

40
名

●
行
事
予
定

９
月
６
日
（
金
）

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

10
月
18
日
（
金
）
〜
19
日
（
土
）

　

常
務
理
事
・
事
務
長
研
修
会

11
月
12
日
（
火
）

　

事
務
研
究
会

12
月
４
日
（
水
）

　

12
月
度
例
会

総
合
部
会

●
決
算
総
会

５
月
16
日
（
木
）
〜
17
日
（
金
）

　

フ
ォ
レ
ス
ト
箱
根

　

16
組
合　

30
名

●
定
例
部
会

６
月
20
日
（
木
）

　

ア
ン
リ
ツ
テ
ク
ノ
オ
フ
ィ
ー
ス

　

16
組
合　

34
名

●
健
康
教
室

６
月
20
日
（
木
）

　

ア
ン
リ
ツ
テ
ク
ノ
オ
フ
ィ
ー
ス

　

16
組
合　

48
名

●
行
事
予
定

９
月
６
日
（
金
）

　

職
員
研
修
会

９
月
12
日
（
木
）

　

特
別
研
究
会 

Ⅰ　

11
月
14
日
（
木
）

　

特
別
研
究
会 

Ⅱ

▲6月20日　湘南部会　健康教室
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発
行

　健
康
保
険
組
合
連
合
会
神
奈
川
連
合
会

横
浜
市
中
区
尾
上
町
四
ノ
四
七

（
リ
ス
ト
関
内
ビ
ル
）

電

　話

　〇
四
五（
641
）七
三
七
〇

F
A
X

　〇
四
五（
664
）三
七
六
五

う
だ
る
よ
う
な
暑
い
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
暑
さ
が
続
き
そ
う
で
す
が
、

夏
バ
テ
や
熱
中
症
な
ど
に
気
を
付
け
て
乗
り

越
え
ま
し
ょ
う
。
光
熱
費
が
高
く
エ
ア
コ
ン

の
電
気
代
が
怖
い
で
す
が
、
命
に
は
代
え
ら

れ
ま
せ
ん
。

こ
の
広
報
誌
が
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
届
く

こ
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
て
い
る
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
結
果
が
出
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
達
を
観

戦
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
声
を
出
し
て
の

応
援
も
Ｏ
Ｋ
な
の
で
、
元
の
賑
や
か
な
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
な
り
そ
う
で
す
。

今
号
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険

証
利
用
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
。
医
療
機

関
に
か
か
る
と
マ
イ
ナ
保
険
証
の
ポ
ス
タ
ー

が
貼
っ
て
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
も
目

に
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
各
健
保

組
合
で
は
、
本
年
12
月
の
保
険
証
の
新
規
発

行
廃
止
へ
の
対
応
や
、
広
報
な
ど
マ
イ
ナ
保

険
証
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
多

忙
な
日
々
を
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。健

保
連
で
も
各
種
情
報
を
共
有
・
発
信
で

き
る
よ
う
、
各
健
保
組
合
と
一
緒
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（40歳以上対象）
過去の情報を
利用いたします

過去の健診情報を当
機関に提供することに
同意しますか。
この情報はあなたの
診察や健康管理のため
に使用します。

同意しない・40歳未満
同意する

過去の情報を
利用いたします

過去の手術以外の診
療・お薬情報を当機関
に提供することに同意
しますか。
この情報はあなたの
診療や健康管理のため
に使用します。

同意しない
同意する

カードを取り出して
待合室にて

お待ちください。

顔を枠内に
入れてください

健康保険証は2024年12月2日から発行されません

◎まだマイナ保険証をお持ちでない方は……

◎すでにマイナ保険証をお持ちの方は……

◎まだマイナンバーカードをお持ちでない方は……

マイナ保険証は「毎回」受診時に持参して受け付けします

マイナ保険証のメリットやカードリーダーを使った受付方法等を、動画でご確認いただけます。
ぜひご視聴ください。 ⇒https://youtu.be/r5ckNYyxv3Y

☞マイナンバーカード総合サイト（https://www.kojinbango-card.go.jp/apprec/apply/）

マイナンバーカードを保険証として利用するための申し込みを！

医療機関等を受診の際にマイナ保険証を使ってみて！

医療機関の受診は「マイナ保険証」＊で‼
＊マイナ保険証……保険証利用登録を行ったマイナンバーカード

医療機関で スマホから セブン銀行ATMで

iOS版 Android版

医療機関・薬局の顔認証つきカー
ドリーダーから申し込み

　顔認証つきカード
リーダーにマイナ保険
証を置く

　画面に顔を写して本
人確認をする
（４ケタの暗証番号でも本
人確認できます）

　診療・お薬情報、健診情報
の提供について同意する
（同意すると医師等がお薬情報と
健診情報を見ることができる）

　受付完了
カードをしまっ
てください

1 「マイナポータル」
アプリをインストール

2「登録・ログイン」をタップ
3暗証番号を入力
4マイナンバーカードを読み取る

マイナンバーカードを読
み取らせ、4桁の暗証番号
を入力

1 2 3 4


